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▼ 7 ･ 8 月号の掲載内容

ホームページ h ttp s： //w w w .sh in j i-h .e d .jp

○生徒部より
　 通信制課程ホームルーム活動（ 人権教育） …… （ 7 ）
○事務室より
　「 就学支援金」 等の申請について ……………… （ 8 ）

８ 月18 日（ 月）から 各種書類の申請方法が変わり ます …（ 8 ）
○編集後記…………………………………………… （ 8 ）

○教務部より
　 前期試験範囲と 要点……………………………… （ 2 ）
○進路部より
　 令和８ 年度「 大学入学共通テスト 」
　 　 　 　 　 　 　 出願手続き 説明会②について…… （ 7 ）
　 令和８ 年度「 指定校推薦」 一覧  ……………… （ 7 ）

見上げれば ぬけるよう な青空

前へ一歩一歩

進んでいこ う !
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講
座
名

現代の国語（ 前半） 言語文化（ 前半） 文学国語（ 前半） 古典探究（ 前半）

担
当
者

沼田 小林・ 森本・ 沼田 森本 小林

教
科
書
範
囲

「 こ そそめス ープ」
「 未来をつく る 想像力」
「 水の東西」

「 さ く ら さ く ら さ く ら 」
「『 美し い』 と いう こ と 」
「 古文学習のし ら べ１ ・ ２ 」
『 徒然草』「 亀山殿の御池に」
『 徒然草』「 奥山に、 猫ま たと いふ
も のあり て」

『 羅生門』

「 調律師のる み子さ ん」
「 デュ ーク 」
「 生命は」
「 そこ にひと つの席が」
「 真珠の耳飾り の少女」
「 鼻」
「 バグダッ ド の靴磨き 」
のう ち、 複数の教材から 出題

『 古今著聞集』「 小式部内侍が大江
山の歌の事」

『 竹取物語』「 火鼠の皮衣」
故事・ 寓話「 画竜点睛」「 朝三暮四」

「 古典の常識あれこ れ」
『 枕草子』「 すさ ま じ き も の」「 雪
のいと 高う 降り たる を」
三国志の世界「 水魚之交」「 死諸
葛走生仲達」

『 方丈記』「 ゆく 川の流れ」「 安元の大火」 

諸家の思想「 民父母」「 柔弱」「 胡蝶之夢」

…の内、複数の作品から 出題し ま す。

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

第１ 回～第２ 回
※第３ 回から は出題し ま せん。

第１ 回～第３ 回
※第３ 回の短歌、 俳句から は出題
し ま せん。

第１ 回～第６ 回のう ちから 、 出題
し ま す。

第１ 回～第６ 回のう ちから 、 出題
し ま す。

学
習
の
要
点

○教科書本文を く り かえし 読み、 １
回は音読を し て おく と よ いでし ょ
う 。

○漢字の読み書き も 含めて、 レ ポー
ト の内容を 中心に出題し ま す。 た
だし 、 問題の形式を 変える 場合や、
一部、 発展問題も あり ま す。

〇 GoogleClassroom で 配信し て いる
資料も 活用し てく ださ い。

○教科書本文を く り かえし 読み、 １
回は音読を し ておく と よ いでし ょ
う 。

〇レ ポート の内容を 中心に出題し ま
す。 た だし 、 問題の形式を 変え る
場合も あり ま す。

〇現代文： 漢字の正し い形や読み方、
語句の意味、 作者の考え 方や登場
人物の気持ち、 短歌俳句の内容な
ど を 適切に説明でき る よ う 復習し
てく ださ い。

〇古文： 古語の読み方や歴史的仮名
遣い、 現代語訳、 和歌の内容等を
正し く 答えら れる よ う 復習し てく
ださ い。

〇漢文： 書き 下し 文、 訓点のルール、
現代語訳、 内容等について説明で
き る よ う に復習し てく ださ い。

○教科書本文を く り かえ し 読み、 １
回は音読を し ておく と よ いでし ょ
う 。

○漢字の読み書き も 含めて、 レ ポー
ト の内容を 中心に出題し ま す。 た
だし 、 問題の形式を変える 場合や、
一部、 発展問題も あり ま す。

〇レ ポート の内容を 中心に出題し ま
す。  ただし 、 問題の形式を 変える
場合も あり ま す。

〇古文→か な づか い や古語の 読み
方、 現代語訳のし かた等について
正し く 答え ら れる よ う 復習し ま
し ょ う 。

〇漢文→書き 下し 文のき ま り や書き
方、 訓点の付け方、 現代語訳や内
容について 正し く 答えら れる よ う
復習し ておき ま し ょ う 。

教務部より

前期試験範囲と 要点

国　 　 語

地　 　 歴

講
座
名

地理総合（ 前半） 地理探究（ 前半） 歴史総合（ 前半） 日本史探究（ 前半） 世界史探究（ 前半）

担
当
者

門脇由 門脇由 磯田 陶山 門脇由

教
科
書
範
囲

教科書　 P５ ～119 

学習書　 P14～175 

※地図帳　 レ ポート に対応

する ページ

教科書　 P６ ～165　 　 　 　 　 　

学習書　 P10～92 

※地図帳　 レ ポート に対応

する ページ

教科書　 P７ ～111 

学習書　 P10～113

教科書　 P８ ～165 

学習書　 P８ ～99

教科書　 P７ ～185 

学習書　 P８ ～73

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

第１ 回～第３ 回 第１ 回～第６ 回 第１ 回～第３ 回 第１ 回～第６ 回 第１ 回～第６ 回

学
習
の
要
点

☆レ ポ ート の 内容か ら 出題
し ま す。 各レ ポート の見直
し を し っ か り し て おき ま
し ょ う 。

◎用語の 正確な 理解が 大切
です。 関連性や文章内での
適切な 使い 方を し っ か り
覚えておき ま し ょ う 。

○漢字は 判読が で き ればよ
いですが、 教科書において
漢字で 示さ れて いる も の
は 必ず漢字で 答え て く だ
さ い。

○解答すべき 用語は、 文章の
意味や問わ れて いる 条件
を し っ か り く み取っ て 解
答し てく ださ い。

☆レ ポ ート の 内容か ら 出題
し ま す。 各レ ポート の見直
し を し っ か り し て おき ま
し ょ う 。

◎用語の 正確な 理解が 大切
です。 関連性や文章内での
適切な 使い 方を し っ か り
覚えておき ま し ょ う 。

○漢字は判読が で き ればよ
いですが、 教科書において
漢字で 示さ れて い る も の
は 必ず漢字で 答え て く だ
さ い。

○解答すべき 用語は、 文章の
意味や問わ れて い る 条件
を し っ か り く み取っ て 解
答し てく ださ い。

☆レ ポ ート の 内容か ら 出題
し ま す。 各レ ポート の見直
し を し っ か り し て おき ま
し ょ う 。

◎時代の 流れを つか むこ と
が大切です。 事件の起き る
き っ か け や政策転換の 理
由など 、 時代の背景を し っ
かり 覚えておき ま し ょ う 。

○全てが漢字指定です。 教科
書に おい て 漢字で 示さ れ
て い る も の は 必ず漢字で
答えてく ださ い。

○人物名は フ ルネ ーム、 事
件名も 省略せずに 書き ま
し ょ う 。

☆レ ポ ート の 内容か ら 出題
し ま す。 各レ ポート の見直
し を し っ か り し て おき ま
し ょ う 。

◎時代の 流れを つか むこ と
が大切です。 事件の起き る
き っ か け や政策転換の 理
由など 、 時代の背景を し っ
かり 覚えておき ま し ょ う 。

○全てが漢字指定です。 教科
書に おい て 漢字で 示さ れ
て い る も の は 必ず漢字で
答えてく ださ い。

○人物名は フ ルネ ーム、 事
件名も 省略せずに 書き ま
し ょ う 。

☆レ ポ ート の 内容か ら 出題
し ま す。 各レ ポート の見直
し を し っ か り し て おき ま
し ょ う 。

〇そ れぞ れの 地域の 歴史や
時代の特徴について、 基本
的な 事項を 整理し て 確認
し ておき ま し ょ う 。

〇地図で基本的な都市名・ 国
名の 位置は 確認し て おき
ま し ょ う 。

〇教科書に 掲載さ れて い る
資料や図版・ 写真など も よ
く 見ておく こ と 。

☆解答する 上での注意事項
教科書に おい て 漢字で 表
記さ れている も のは、 必ず
漢字で答えてく ださ い。

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください
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公　 　 民

講
座
名

公共（ 前半） 倫理（ 前半） 政治・ 経済（ 前半）

担
当
者

磯田 磯田 陶山

教
科
書
範
囲

教科書　 P６ ～109 
学習書　 P８ ～94

教科書　 P10～74 
　 　 　 　 P157～194 
　 　 　 　 P208～212 
学習書　 P８ ～65 
　 　 　 　 P126～135

教科書　 P６ ～118 
学習書　 P８ ～77 

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

第１ 回～第３ 回 第１ 回～第３ 回 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

☆レ ポート の内容から 出題し ま す。 各レ
ポート の見直し を し っかり し ておき ま
し ょ う 。

◎用語の正確な理解が大切です。 関連性
や文章内での適切な使い方を し っ かり
覚えておき ま し ょ う 。

○漢字は判読ができ ればよ いですが、 教
科書において漢字で示さ れている も の
は必ず漢字で答えてく ださ い。

○人物名、 解答すべき 用語は、 文章の意
味や問われている 条件を し っ かり く み
取っ て解答し てく ださ い。

☆出題内容について
○主にレ ポート の内容から 出題し ま す。

第１ 回～第３ 回ま でのレ ポート を し っ
かり 見直し て、 復習を し ておき ま し ょ
う 。（ 教科書の図や写真も ）

○教科書で太字になっ ている 重要語句を
中心に、 その語句の意味を 言葉でま と
め、 答えら れる よ う にし ておき ま し ょ
う 。 意見記述の問いも あり ま す。

○教科書や学習書に漢字で書かれている
も のについては、 必ず漢字で書ける よ
う に練習し てく ださ い。

☆レ ポート の内容から 出題し ま す。 各レ
ポート の見直し を し っ かり し ておき ま
し ょ う 。

◎用語の正確な理解が大切です。 関連性
や文章内での適切な使い方を し っ かり
覚えておき ま し ょ う 。

○漢字は判読ができ ればよ いですが、 教
科書において漢字で示さ れている も の
は必ず漢字で答えてく ださ い。

○人物名、 解答すべき 用語は、 文章の意
味や問われている 条件をし っ かり く み
取っ て解答し てく ださ い。

数　 　 学

講
座
名

数学Ⅰ（ 前半） 数学Ⅱ（ 前半） 数学Ａ （ 前半） 数学入門（ 前半）

担
当
者

野原 福原 野原 福原

教
科
書
範
囲

教科書　 P32～72 
１ ． 数と 式 
教科書　 P150～153 
５ ． 集合

教科書　 P４ ～63 
１ ． 方程式・ 式と 証明 
２ ． 図形と 方程式

教科書　 P４ ～38 
１ ． 場合の数 
２ ． 確率 
教科書　 P92～97 
３ ． はかる

教科書　 P８ ～89  
１ ． 整数 
２ ． 正の数・ 負の数 
３ ． 小数　 　 ４ ． 分数 
５ ． 計算の利用　 ６ ． 文字式 
７ ． 指数法則 
８ ． 乗法公式

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

（ 前半） 第１ 回～第３ 回 （ 前半） 第１ 回～第６ 回 （ 前半） 第１ 回～第３ 回 （ 前半） 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

レ ポート の問題を中心に出題
レ ポート の問題をも う 一度解き
直し ま し ょ う 。 特によ く 間違え
る 問題はく り 返し 解いて、 確認
をし ておき ま し ょ う 。
数と 式
指数法則を用いた累乗計算や分
配法則や公式を使った展開・ 因
数分解について、 公式を使う 計
算ができ る よ う にし ま し ょ う 。
根号を含む式の計算では、 ルー
ト の中はでき る だけ小さ い自然
数にする こ と 、 かけ算のルール
など 基本事項を必ず確認し てお
き ま し ょ う 。 分母の有理化は要
注意です。 約分ができ る 場合は
必ず約分をし てく ださ い。
不等式を 解く と き には、 不等号
の 向き が 変わる と き（ 両辺を
負の数で割る と き ） に注意し ま
し ょ う 。
２ 次方程式は因数分解・ 解の公
式の両方のやり 方を確認し てお
き ま し ょ う 。
集合については、 用語と 記号を
ベン 図と と も に 覚え て おき ま
し ょ う 。
途中の計算や考え方を し っ かり
と 書き まし ょ う 。 答のみの場合
は減点になる 場合も あ り ま す。
定規の使用を 認めます。

方程式・ 式と 証明
２ 次方程式の解の公式と 判別式
を用いる 問題は出題し ま す。 ま
た、 乗法公式・ 因数分解の公式、
虚数単位ｉ を含む計算、 解と 係
数の関係、 整式の割り 算は様々
な 問題で 用いら れる の で、 正
確に解ける よ う に練習し ま し ょ
う 。
図形と 方程式
内分点・ 外分点の座標を 求め、
正確に図示し まし ょ う 。
図形と 方程式の問題では、 与え
ら れた情報を図にま と めながら
勉強し ま し ょ う 。 点の座標や直
線の傾き 、 共有点の個数など を
図で確認する こ と ができ ま す。
ま た、 方程式の表す直線や円、
不等式の表す領域を正し く 図示
ができ る よ う にし ておき ま し ょ
う 。
※解答には計算過程を丁寧に書
き ま し ょ う 。 ま た、 コ ン パス・
定規の使用を 認めます。 自分で
準備し ておいてく ださ い。 学校
から の貸し 出し はあり ません。

レ ポート の問題を 中心に出題
レ ポート の問題をも う 一度解き
直し てみま し ょ う 。 特によ く 間
違え る 問題はく り 返し 解いて、
必ず確認し ておき ま し ょ う 。
場合の数
和集合の要素個数計算ｎ （ Ａ ∪
Ｂ ） ＝ｎ （ Ａ ） ＋ｎ （ Ｂ ） －ｎ

（ Ａ ∩Ｂ ）、 順列と 組合せの基礎
計算、 ｎ Ｐ ｒ 、 ｎ Ｃ ｒ や重複順
列・ 円順列、 積の法則など 系統
立てて整理し ておこ う 。
確率
余事象、 独立な試行、 反復試行
の確率、 条件付き 確率など 基本
例題の再確認をし よ う 。 期待値
についてその意味と 求め方を押
さ えておこ う 。
 
場合の数や確率の計算において
は、 計算式が ど ん な 意味を 持
つのかを説明する 必要があり ま
す。 説明不足、 式や計算だけ、
答えのみの各場合は減点の対象
と なる 場合があり ま す。
教科書、レ ポート 、学習書でし っ
かり と ド リ ルし ま し ょ う 。 計算
練習を積んでおく こ と はと ても
大切です。 定規の使用を 認めま
す。

レポート の問題を 中心に出題
レ ポート の問題を繰り 返し 練習
する こ と が最善策です。 よ く 間
違える 計算は何回も 確認し てお
き ま し ょ う 。語句も 出題し ま す。
整数 / 分数 / 正の数・ 負の数

「 計算の優先順位」 を 確認し な
がら 計算練習をし まし ょ う 。
分数の 答は既約分数で 答え ま
す。 ま た、 たし 算・ ひき 算は通
分を し てから 計算し ま し ょ う 。 
正の数・ 負の数は符号「 ＋、 －」
の扱いに注意。
割合の意味を押さ え、 文章を数
式化で き る よ う にし て おき ま
し ょ う 。 速さ と 時間、 距離の関
係も 適切に用いま し ょ う 。
文字式 / 式の計算
指数法則を用いた累乗計算、 分
配法則と 公式を用いた式の展開
は必ず出題し ま す。
※解答には計算過程を丁寧に書
き ま し ょ う 。 答のみは減点にな
る 場合があり ま す。

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください



碧　 雲　 通　 信

（ 4）

2025年 7・ 8 月号（ 第138号）

芸　 　 術保健体育

講
座
名

体育１ ～５ （ 前半） 保健（ 前半）

担
当
者

宮脇・ 曽田 

小村・ 青木
小林・ 曽田・ 宮脇

教
科
書
範
囲

筆記試験はあり ま せん。 実技試
験のみ行いま す。
ただし 、 受験する には、 各講座

（ 体育１ ～５ ） のレ ポート の第
１ 回が合格し て いな け ればい
けま せん。

教科書　 P６ ～74
P 130～保健編・ 用語
解説（ 試験範囲の用語
について）

学習書　 P８ ～53

レ
ポ
ー
ト
範
囲

前期に選択（ 申請） し た種目の
実技試験を行いま す。
体育１ ～５ を 併修（ ２ 講座受
講） し ている 人は、 それぞれの
講座（ 科目） ごと に試験を受け
ま す。

○第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

○それぞれが選択し た種目
で、 基本的な技術の実技
試験を 行いま す。 グラ ン
ド ゴ ルフ の試験は、 雨天
の場合、 体育館前の駐車
場で実施し ま す。

○受験する 際の服装は、 許
可 さ れ た も の に 限り ま
す。 違反し た場合の受験
は認めま せん。

※実技試験当日
　 選択し た種目の活動場所

に集合し てく ださ い。

○主に レ ポ ート の 内容に
沿っ て出題し ま すが、 出
題の形式は変わる 場合が
あり ま す。

　 レ ポート の内容は、 教科
書が中心ですが、 一部学
習書も 関わっ ていま すの
で、 よ く 読んで理解し て
おき ま し ょ う 。

講
座
名

音楽Ⅰ（ 前半） 音楽Ⅱ（ 前半）

担
当
者

柴原 柴原

教
科
書
範
囲

＜課題曲＞

教科書　

P28「 野ばら 」 シュ ーベルト 作曲 

P31「 野ばら 」　 ヴェ ルナー作曲 

・ どちら か１ 曲選んでく ださ い。

＜課題曲＞

教科書　 P20、 21

四季の歌「 さ く ら さ く ら 」「 我

は海の子」「 里の秋」「 たき 火」

から １ 曲選んでく ださ い。

レ
ポ
ー
ト
範
囲

レ ポート 第 1 回～第２ 回

・ 実技試験のみです。

レ ポート 第２ 回～第 3 回

・ 実技試験のみです。

学
習
の
要
点

・ 上記の「 野ばら 」 のど ち
ら かを選んでく ださ い。

・ 歌唱でも 器楽演奏でも ど
ちら でも 構いま せん。 歌
唱の場合は原語（ ド イ ツ
語） です。

・ 間違えないかど う かを 見
る 試験ではあり ま せん。

※レ ポート の最終ページを
必ず記入し て持っ てき て
下さ い。 その用紙がなけ
れば受験出来ま せん。

・ 試験時間の予約の方法等
は別紙で 連絡し ま す の
で、 必ず確認し てく ださ
い。

・ 上記から １ 曲選んでく だ
さ い。

・ 歌唱でも 器楽演奏でも ど
ちら でも 構いま せん。

・ 間違えないかど う かを み
る 試験ではあ り ま せん。  

※レ ポート の最終ページを
必ず記入し て持っ てき て
下さ い。 その用紙がなけ
れば受験出来ま せん。

・ 試験時間の予約の方法等
は別紙で 連絡し ま す の
で、 必ず確認し てく ださ
い。

理　 　 科

講
座
名

科学と 人間生活（ 前半） 物理基礎（ 前半） 化学基礎（ 前半） 生物基礎（ 前半）

担
当
者

山根 山根 片山 片山

教
科
書
範
囲

P66～93、  P138～157 P10～91 P12～27 
P36～45 
P48～69 
P72～73

P10～21 
P24～35 
P42～55 
P58～69

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

第１ 回～第３ 回 第１ 回～第３ 回 第１ 回～第３ 回 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

レ ポート の内容を 中心に出題
し ま す。 復習し て理解を し て
おき ま し ょ う 。 問の形式、 数
値など は変えま す。
計算問題も 出題し ま す。 計算
式は途中の式も き ちんと 書い
て答えら れる よ う にし ておき
ま し ょ う 。 単位も 間違えない
よ う に気を 付けま し ょ う 。
電卓の使用は不可です。

レ ポート の内容を 中心に出題
し ま すので、 復習し て理解を
し ておき ま し ょ う 。 問の形式、
数値など は変えま す。
数値計算を 要する 問題も 出題
し ま す。 使う 公式・ 計算式な
ど 最後の答えま での過程も き
ちんと 書ける よ う にし ておき
ま し ょ う 。 単位を つける こ と
も 忘れないよ う に。
電卓の使用は不可です。

レ ポート の内容を 中心に出題
し ま す。 レ ポート の復習を し
て おき ま し ょ う 。 問の形式、
数値など は変えま す。
次の事項について、 理解し て
い る か ど う か を 確認し な が
ら 、 学習する と よ いでし ょ う 。

□純物質と 混合物の分類
□単体と 化合物の分類
□物質の三態
□原子の構造
□電子配置と 元素の性質
□化学結合（ ３ 種）
□組成式
□電子式と 構造式
□結晶の性質（ ４ 種）　

レ ポート の内容を 中心に出題
し ま す。 レ ポート の復習を し
て おき ま し ょ う 。 問の 形式、
数値などは変えま す。
次の事項について、 理解し て
い る か ど う か を 確認し な が
ら 、 学習する と よ いでし ょ う 。

□生物の多様性と 共通性
□真核細胞と 原核細胞の構造
□Ａ Ｔ Ｐ
□酵素の働き
□呼吸と 光合成のし く み
□Ｄ Ｎ Ａ の構造
□Ｄ Ｎ Ａ の複製と 分配
□タ ンパク 質の合成

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください※本誌にて確認ください



碧　 雲　 通　 信

（ 5）

2025年 7・ 8 月号（ 第138号）

芸　 　 術

講
座
名

美術Ⅰ（ 前半） 美術Ⅱ（ 前半） 書道Ⅰ（ 前半） 書道Ⅱ（ 前半）

担
当
者

高橋 高橋 川津 川津

教
科
書
範
囲

レ ポート 第１ 回から 第３ 回で扱っ
たページ 

レ ポート 第１ 回から 第３ 回で扱っ
たページ

レ ポート 第１ 回～第３ 回で扱った
ページ
古典作品・ 教科書　 P20～31

レ ポート 第１ 回～第３ 回で扱っ た
ページ
古典作品・ 教科書
P８ ～９
P24～25
P32～33
P40～41

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

レ ポート 第１ 回～第３ 回 レ ポート 第１ 回～第３ 回 レ ポート 第１ 回～第３ 回 レ ポート 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

・ ス ク ー リ ン グ で 配ら れ た
ワ ーク シ ート や レ ポ ー ト
で 学 習 し た 内 容、 特 に

（ 　 　 　 ） に 記入し た ポ イ
ン ト など を 確認し ておき ま
し ょ う 。

・ 実技があり ますので、 鉛筆
Ｂ ～４ Ｂ（ よく 削っ たも の）
と 消し ゴムを 持っ てく る こ
と 。

・ ス ク ーリ ン グ での体験や自
分の美術に関する 体験につ
いての出題があり ま す。

・ ス ク ー リ ン グ で 配 ら れ た
ワ ーク シ ート やレ ポ ート で
学習し た内容、特に（ 　 　 　 ）
に記入し た ポ イ ン ト な ど を
確認し ておき ま し ょ う 。

・ 実技があり ますので、 鉛筆
Ｂ ～４ Ｂ（ よく 削っ たも の）
と 消し ゴムを 持っ てく る こ
と 。

・ ス ク ーリ ン グ での体験や自
分の美術に関する 体験につ
いての出題があり ま す。

・ 筆記試験のみです。
・ レ ポ ー ト で 学 習し た 内容
（ 用語、 書体と その特徴等）
を し っ か り 見直 し ま し ょ
う 。 教科書の古典作品も 良
く 観察し ておき ま し ょ う 。

・ 最後に作文があり ま す。

・ 筆記試験のみです。
・ レ ポ ート で 学習し た 内容
（ 篆書・ 隷書・ 草書・ 行書、
篆刻、 書道史等） を し っ か
り 見直し ま し ょ う 。 教科書
の古典作品も 良く 観察し て
おき ま し ょ う 。

・ 最後に作文があり ま す。

外 国 語

講
座
名

英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅠ
（ 前半）

英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅡ
（ 前半）

論理・ 表現Ⅰ（ 前半） 英語入門（ 前半）

担
当
者

嘉藤 門脇誠 嘉藤 門脇誠

教
科
書
範
囲

Warm -Up １ ～ Lesson ６ Lesson １ ～ Lesson ５
Reading １

Unit １  Lesson １ ～ Lesson ６
ちがいがわかる 伝わる 英文法
01/02/03/09/10

Part １ ～ Part ８
 

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

第１ 回～第６ 回 第１ 回～第６ 回 第１ 回～第３ 回 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

○各レ ッ ス ン の 本文を 読み
（ でき る だけ 音読を すすめ
ま す）、 話の 概要を つかん
でおく 。

○各レ ッ ス ン の本文に出てく
る 単語や熟語、 英語表現を
整理し 、 覚えておく 。

○教科書と 学習書の Target
のページ、 ま たス ク ーリ ン
グ で配布し たプリ ン ト を 熟
読し て、 各レ ッ ス ン の文法
事 項を ま と め 理 解し て お
く 。

○レ ポート の内容を 中心に出
題し ま す。 レ ポート の各問
いについてポイ ン ト を 押さ
えつつ、 すべて答え ら れる
よ う にし ておく こ と 。 ただ
し 、 問題の形式を 変える 場
合や、 一部、 発展問題も あ
り ま す。

○教科書や学習書を 見直し 、
復習する 。 ま た各レ ッ ス ン
を 音 読 し て 内 容や 英 語表
現（ 本 文 の 次 の ペ ー ジ の
Target にある も の） を 理解
し ておく こ と 。

○試験範囲のレ ポート を 見直
し 、 答えら れる よ う にし て
おく こ と 。

○各レ ッ ス ン の単語や熟語を
書け る よ う に し て お く こ
と 。

○各レ ッ ス ン の文法事項につ
いて教科書や学習書、 授業
で用いたプリ ン ト を 利用し
て復習し 、 理解し ておく こ
と 。

○教科書やス ク ーリ ン グ で配
布 し た プ リ ン ト を 復習 し
て、 英語表現や文法事項を
ま と め理解し ておく 。

○レ ポート だけでなく 、 教科
書から も 出題し ま す。

〇レ ポート については各問い
についてポイ ン ト を 押さ え
つつ、 すべて答えら れる よ
う にし ておく こ と 。 ただし 、
問 題 の 形 式 を 変 え る 場 合
や、 一部、 発展問題も あ り
ま す。

○各 Part の 教科書の 説明を
よ く 読んで復習し ておく こ
と 。

○ス ク ーリ ン グ で配布し たプ
リ ント を 見直すこ と 。

○試験範囲のレ ポート を 見直
し 、 答え ら れる よ う にし て
おく こ と 。

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください



碧　 雲　 通　 信

（ 6）

2025年 7・ 8 月号（ 第138号）

商　 　 業情　 　 報

講
座
名

情報Ⅰ（ 前半）

担
当
者

尾崎

教
科
書
範
囲

P６ ～60

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

１ 章　 情報で 問題を 解決
する

２ 章　 情報を 伝える
 
以上について 、 レ ポ ート
の内容を 中心に出題する
予定ですが、 出題形式等
は変更する 場合があ り ま
すので教科書を よ く 読み
理解し ておき ま し ょ う 。

講
座
名

ビ ジネス基礎（ 前半） 簿記（ 前半） 情報処理（ 前半）

担
当
者

小畑 小畑 小畑

教
科
書
範
囲

P20～112 P８ ～91 P６ ～117

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

第１ 回～第２ 回 第１ 回～第４ 回 第１ 回～第５ 回

学
習
の
要
点

１ 章　 商業の学習と ビジネス
　 ２ 　 私たち の社会と ビ ジ

ネス
２ 章　 ビ ジ ネス と コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン
３ 章　 経済と 流通の基礎
４ 章　 さ ま ざま なビ ジネス

以上について、 レ ポート の
内容を 中心に出題する 予定
ですが、 出題形式等は変わ
る 場合があ り ま すので教科
書も よ く 読んで理解し て お
き ま し ょ う 。

●貸借対照表と 損益計算書
の作成

●仕訳帳と 総勘定元帳への
転記問題

●合計残高試算表の作成
●精算表の作成
●現金 ･ 当座預金・ 小口現

金
 
以上について、 レ ポート の
内容を 中心に出題する 予定
ですが、 出題形式等は変わ
る 場合があ り ま すので教科
書も よ く 読んで理解し てお
き ま し ょ う 。

※電卓を 使用し ますので、 必
ず電卓を 持っ てく る こ と ！

　 忘れないよ う に！

１ 章　 企業活動と 情報処理
２ 章　 コ ン ピ ュ ータ シ ス テ

ム と 情報通信ネッ ト
ワ ーク

３ 章　 情報の集計と 分析
１ 　 表計算ソ フ ト ウ ェ ア

の活用例
２ 　 統計の基礎

※通信の性能評価（ 伝送効
率） の計算

 
以上について、 レ ポート の
内容を 中心に出題する 予定
ですが、 出題形式等は変わ
る 場合があ り ま すので教科
書も よ く 読んで理解し て お
き ま し ょ う 。

家　 　 庭

講
座
名

家庭総合（ 前半） 消費生活（ 前半） 保育基礎（ 前半） 生活と 福祉（ 前半）

担
当
者

白根 福場 福場 加藤

教
科
書
範
囲

教科書　 P10～159 教科書　 P１ ～71 教科書　 P６ ～25 
　 　 　 　 P28～50 
　 　 　 　 P52～73

教科書　 P８ ～89

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

第１ 回～第４ 回 第１ 回～第３ 回 第１ 回～第３ 回 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

●第１ 章　 生涯を 見通す
●第２ 章　 人生を つく る
●第３ 章　 子ども と 共に育つ
●第４ 章　 超高齢社会を共に

生き る
●第５ 章　 共に生き 、 共に支

える
●第６ 章　 食生活を つく る  
 
以上について、 レ ポート の内
容を 中心に出題する 予定です
が、 出題形式等は変わる 場合
があ り ま すので教科書も よ く
読ん で 理解し て おき ま し ょ
う 。

●なぜ「 消費生活」 を学ぶのか
　（ P１ ～２ ）
●社会を 支える 消費者
　（ P３ ～19）
●消費者被害と 消費者の 権

利・ 責任（ P20～29）
●消費生活の安全と 自由
　（ P30～71）
 
以上について、 レ ポート の内
容を 中心に出題する 予定です
が、 出題形式等は変わる 場合
があり ま すので教科書も よ く
読ん で 理解し て おき ま し ょ
う 。

●子ど も の保育（ P６ ～25）
●子ど も の発達（ P28～50）
●子ど も の生活（ P52～73）
 
以上について、 レ ポート の内
容を 中心に出題する 予定です
が、 出題形式等は変わる 場合
があ り ま すので教科書も よ く
読ん で 理解し て おき ま し ょ
う 。

●健康と 生活（ P８ ～27）
●少子高齢化の現状と 高齢者

の特徴（ P28～51）
●高齢者の自立支援  （ P52～

65）
●高齢者支援の 法律と 制度
（ P66～89）

 
以上について、 レ ポート の内
容を 中心に出題する 予定です
が、 出題形式等は変わる 場合
があ り ま すので教科書も よ く
読ん で 理解し て おき ま し ょ
う 。

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください
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令和８ 年度「 指定校推薦」 一覧

　 宍道高校に指定校推薦依頼が来て いる 学校一覧については、 別刷り にし て卒業予定生には送付し ま すので確認し

てく ださ い。 ま た職員室前の廊下にも 掲示し ま すので併せて確認し てく ださ い。

　 推薦（ 指定校・ 公募制） については、 校内締切日（ 第１ 回） を ９ 月11 日（ 木） と し ていま す。 推薦制度によ る 受

験を 希望する 人は「 志望理由書（ 400 ～ 500字）」 を 添えて「 推薦願（ 進学）」 提出する 必要があり ま すので、 遅く と

も ８ 月末ま でには担任の先生にその旨を 申し 出てく ださ い。（『 進路のし おり 』 p.51 ～ 53を 参照）

　 令和８ 年１ 月 17日（ 土）、 18日（ 日） に実施さ れる 「 大学入学共通テス ト 」 の受験希望者に対し て 、 説明会②を 開

催し ま す。

　 受験希望の生徒は必ず参加し てく ださ い。 意思確認を し 、 出願方法等について説明し ま す。 時間厳守で集合し て

く ださ い。

日　 時： ８ 月2 8 日（ 木： Ｔ ２ の日）　 1 2 ： 3 5 ～ 1 3 ： 1 0

場　 所： 大講義室（ ３ 階）

令和８ 年度「 大学入学共通テスト 」 出願手続き説明会②について

進路部より

　 ６ 月 22 日（ 日）、 23 日（ 月） に、 人権教育講座を 実施し ま し た 。「 部落差別（ 同和問題） の歴史と 現状」 を テ ー

マに、 20 名の生徒が参加し ま し た。 部落差別について 学ぶこ と を 通し て、 差別と はど う いう も のかについて 考え

ま し た。

　 以下に、 参加さ れた生徒さ んの感想文から の抜粋を ２ つ紹介し ま す。

講座を 聞き ながら 、⃝ 差別する 人たちはなんてひど いん

だ、 と 思っ て いま し た が、 私が気づいて いな いだけ

で、 偏見が自分の思考回路にあり 、 それが発言や態度

に出ている かも し れないと 改めま し た。 偏見を 完全に

な く すのは難し いかも し れま せんが、 相手と 尊敬を

も っ て対話する こ と を 忘れないよ う にし よ う と 思いま

し た。

差別はする 人が悪い、⃝ 差別さ れる 人には非が無いと 分

かり 、 自信を 持っ て差別を し てはいけないと 言える よ

う になっ たと 思いま す。 自分にも 差別意識がないか気

を 配り 、「 おかし い」 と 思える よ う になり たいです。

通信制課程ホームルーム活動（ 人権教育）

生徒部より
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編 ―集 ―後 ―記

　 ７ 月７ 日、 七夕の日にちょ う ど Ｓ ９ が終わり ま し た。 みなさ んは七夕の短冊を 書き ま し たか。 今年は梅雨明けが

早く 、 澄んだ星空に短冊に込めた願いも 届く と いいなと 思いま す。 昼間も 見上げる と ぬける よ う な 青空です。 熱中

症には十分に気を つけつつ、 夏のエネルギーを 存分に取り 入れて、 元気に暑さ を 乗り 越えま し ょ う 。

　 さ て、 ４ 月当初には長い道のり と 見え た前期ス ク ーリ ン グ は７ 月 14 日にＳ 10 を 終え ま す。 学習活動を 計画的に

進めら れた方も 、 思う よ う にいかな かっ た方も いら っ し ゃ る かも し れま せん。 ですが、 宍道高校のモッ ト ーは「 あ

せら ず」「 やすま ず」「 あき ら めず」 です。 受験願の提出ま でも う 一息、 気持ちを 切ら さ ず、 たど り 着いてく ださ い。

８ 月後半の前期試験の準備は各講座の「 学習の要点」 を 参考に進める こ と になり ま す。 わから ないこ と 、 困っ たこ

と 等があれば、 担任や講座担当者に早めに相談し ま し ょ う 。 計画的に前期試験の準備に取り かかり ま し ょ う 。

事務室より

　 例年７ 月頃に郵送し ている 「 就学支援金等
※
」 の申請書類について、 今年も 該当の保護者様宛てに郵送を 予定し て

おり ま す。 詳細については、 追っ てお送り する 書類を ご 確認いただき ま すよ う お願いいたし ま す。

　 なお、 授業料以外の教育費負担を 軽減する 返済不要の「 奨学のための給付金」 の申請書類についても 一緒に郵送

いたし ま す。

「 就学支援金」 等の申請について

※就学支援金等:要件に該当すれば授業料の納付が不要と なる 支援金。「 就学支援金」「 臨時支援金」「 学び直し

支援金」「 県単就学支援金」 があり 、 該当する 支援金は生徒によ っ て異なる 。

■問い合わせ先： 島 根 県　 学校企画課　 TEL 0 8 5 2 -2 2 -5 9 1 5 　 平日９ 時～ 1 7 時

　 　 　 　 　 　 　 　 宍道高校　 事　 務　 室　 TEL 0 8 5 2 -6 6 -7 5 7 7 　 平日９ 時～ 1 7 時

　 こ れま で事務室の窓口にて手書き で申請し ていた以下の書類について、 お持ちのパソ コ ン やス マート フ ォ ン から

申請でき る よ う になり ま し た。

〇通学時間や休み時間、 自宅から でも 申請ができ ま す。

〇申請ページにアク セス する には、 パス ワ ード が必要です。

〇パス ワ ード は、 職員室・ 事務室で聞いてく ださ い。

　 ※パス ワ ード は、 絶対に校外の人に教えないでく ださ い。

①在学証明書　 ②通学証明書（ 定期券）　 ③通学証明書（ 駐輪場）

④Ｊ Ｒ 回数券割引証　 ⑤一畑電鉄回数券割引証

◀ 申請用ページは

　 コ チラ

８ 月1 8 日（ 月） から 各種書類の申請方法が変わり ます

※受取の際には、 発行完了のメ ール画面と 学生証を 提示し てく ださ い。

申請から

受取までの流れ

申請フ ォ ーム

から 申請

受付完了の

メ ールを受信

発行完了の

メ ールを受信

事務室の

窓口で受取※


